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日 本藻類学会

岡本藻類学会は1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。
本会は定期刊行物「藻類」を年4回刊行し，会員に無料で頒布する。普通会員は本年度の年会費7，000円 (学生

は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は12，000円，賛助会員の会費は l口20，000円とする。
庶務および会計に関する通信は， 602京都市上京区下立売通小川東入 日本藻類学会宛に，また 「藻類」

への原稿の送付は 184小金井市貫井北町4-1-1 東京学芸大学生物学教室内 日本藻類学会編集委員会宛にさ

れたい。

The ]apanese Society of Phycology 

TheJapanese Society ofPhycology， founded in 1952， is open to all who are interested in any aspect ofphy~o logy 
E凶 erindividuals or organizations may become members of the Society. TheJ apaneseJ ournal of Phycology (SORUI) 
is published quarterly and distributed to members [ree of charge 
Inquiries and other information regarding the society should be addressed to The Japanese Society of 

Phycology， Shimotachiuri Ogawa Higashi， Ka田 ikyoku，Kyoto， 602 Japan. The annual dues (1993) [or overseas 
members are 7，000 Yen (Send the remittance to The J apanese Society of Phycology at the above addre吋
Manuscript for publication should be submitted directly to the Editor-in-Chie[， Prof. I. Shihira-Ishikawa， 

Department of Biology， Tokyo Gakugei University， Nu1叫ikita-machi，Koganei-shi， Tokyo，184 ]apan. 

1993-1994年役員 Officers for 1993-1994 
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喜田和四郎(三重大学 WashiroKIDA (Mie University) 

右田 清治(熊本県水産研究センター)SeリiMωlTA(Kumamoto F凶 eriesResearch Center) 
大野正夫(高知大学 MasaoOHNO (Kochi University) 
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編集委員会 EditorialBoard: 
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日本藻類学会第四回大会のお知らせ

日本藻類学会第18回大会を下記の要領で開催します。奮ってご参加下さい。

会 場:富山県民会館 (3階) 干930富山市新総曲輪4番18号電話 0764-32-3111(代)

会 期 :1994年3月28-31日 (大会 ・総会は30-31日)

28日 (月) 29日 (火) 30日 (水) 31日 (木)

午 前 エクスカーション(続) 口頭発表 口頭発表
(ワカメ養殖) 展示発表

午後 エタスカ ーション 市民向け公開講演 ・展示 口頭発表 口頭発表
(水族館 ・懇親会 ・泊) 評議員会 ・編集委員会 総会・懇親会

申 込 先 :

大会参加申込票，発表申込票，発表要旨などの送付や連絡は下記宛にお願い致します。

干936富山県滑川市高塚364
富山県水産試験場藤田大介気付

日本藻類学会第18回大会準備委員会
電話 0764(75)0036 FAX 0764(75)8116 

参加申込 :

1)大会参加者は発表の有無にかかわらず大会申込票に必要事項を記入し，上記の準備委員会宛にお送り下さ

い。また， 口頭発表される方は，宛名を奮いた返信用官製はがきを一枚同封して下さし、。このはがきで発

表者の発表日時を速報致します。なお，大会申込票と宛名は本誌綴込みの用紙を切り取ってお使い下さい。

2)大会参加費は4，000円 (学生3，000円)，懇親会費は3，000円です。綴込みの振替用紙でお送り下さL、。

送金先 .郵便振替口座 金沢8-30470 日本藻類学会富山大会事務局

3)エクス力一ション:のとじま水族館と女良ワカメ視察の旅

次の行程で行う予定です。希望者は大会参加申込票に記入し，大会申込時に送金して下さい。

28日 (月) 金沢駅前14 : 00発~のとじま水族館(ジャイアントケノレプなど)~氷見滋浦海岸(温泉 ・ 懇

親会 ・宿泊)

29日 (火) 氷見灘浦海岸(採集可)~女良ワカメ養殖 ・ 灰付工程~富山県民会館 1 2 :00着

参加費用 l人 10，000円 (1泊2食付) 募集人員 .約20人(先着順)

4)大会参加 ・発表 ・エクスカーションの申込，送金，発表要旨送付の締切は1994年1月10日必着とします。

締切日までにお申 し込みいただいた方に限り ，I富山の藻類J(藤田・君主回 ・渡辺編，富山県水産試験場刊)

を会場にて無料で差し上げます。

富山からのメッセージ

富山県は， 北アルプスの日本海側に開けた，自然の美しい県です。また，富山湾は，ホタノレイ

カの群遊海面，屋気楼，海底埋没林などで知られる神秘の海です。この地方では越中国守の大伴
家持がアシツキの歌を詠み，延喜式が越中国でのワカメの産出記録を記しているように，古くか

ら藻類と係ってきました。最近では日本一のコンブの消費地，日本海側有数のテングサの産地と
なっていますし，ワカメの灰付加工品のほか，クロモ，イシモズク，アカモ Pなどの地場産の海

藻も多く利用されています。立山のマリモや富山湾のホソエカ・サも，一見に値するでしょう。「海

藻と漁村」や「富山湾海藻誌Jなどの著者として知られる郷土の海藻研究家大島勝太郎氏もご健
在で，日本の海藻学を確立した岡村金太郎博士の思い出を今に伝えています。準備委員会では各

種催物や日本海の幸などを用意し，会員の皆様の多数のご参加をお待ちしております。



<交通案内〉

・JR北陵本線富山駅下車。駅前の城:l:Jl:大通を南に向かつて徒歩10分。

・富山空港から富山駅前行きパスで約20分。総曲輸(そうがわ)で下車。 北に向かつて徒歩5分。

・北陸自動車道の富山インタ ーからまっすぐ41号線を北に向

かつて車で約15分。会場にも駐車場(無料)がありますが，

原則として夜間駐車はできません。

<宿泊案内〉

・以下に，会場周辺の主なホテルを掲げます。

.所在地は右の会場周辺図を参照して下さL、0

・宿泊は各自で予約して下さL、。車で来られる方は駐車場の

紹介も受けて下さい。

・ほかにも，旅館やホテノレは多数あります。

共済関係では，富山市にKKR富山銀嶺 (32-7701)，高

宏、会館 (41-2255)などがあり，関係者は低料金で宿泊でき

ます。また，周辺の観光地にも字奈月温泉の黒部荘 (0765-

62-1149)，金沢市の六奪苑 (0762-22-4488)，山代温泉の

KKR山代荘 (07617-6-0355)，山中温泉のほくりく荘

(07617-8-2418)，和倉温泉の背柏荘 (0767-62-2164)があ

り，大会前後の宿泊にご利用いただけます。なお，富山市

城川原にあるサウナ東洋健康ランド (38-0005)では予約

せず低料金 (2，600円)の簡易宿泊が可能で，富山駅まで

JR富山港線(所要時間10分，片道180円)で通えます。富

山市浜黒崎のユースホλテノレ (37-9010)は2，420円 (食事

なし)から宿泊可能(但し，初日は20:30までに要チェッ

クイン， 2 ~8 人部屋で，グノレープ泊向き。富山駅~ユ一 大会会場(富山県民会館)周辺の案内図

スホステノレ行きパス有り。アノレファベットは下記ホテノレの所在地)

会場周辺の主なホテノレ

γングノレ ツイン 市外局番0764

a 第一イン富山 7 ， 365~ 15，862 42-6611 

b 第一ホテノレ 9 ， 9 71 ~ 20 ， 3 94~ 42-4411 

c 富山エタセノレホテノレ東急 9 ， 1 74~ 1 9 ， 26 1 ~ 41-0109 

d 富山ステーションホテル 7 ，478~ 14 ， 729~ 32-4311 

e 富山ワシントンホテル 7 ，478~ 15 ， 296~ 41-7811 

f.ホテノレアクシス 9，064 15，862 44-5550 

g. ホテノレαl駅前 4 ，855~ 8 ， 827~ 33-6000 

ホテノレα1桜木町 4 ， 985~ 1 1 ， 1 02~ 32-1100 

1. ホテノレαl荒UIJ 4 ， 500~ 8 ， 500~ 21-2200 

J. ホテノレオカムラ 5，150 9，270 33-3800 

k. ホテノレ立山 ・立山アネックス 5，250 9，990 32-1010 

1.名鉄トヤマホテノレ 8 ， 838~ 1 6 ， 995~ 31-2211 



発表形式

1)従来の口頭発表と展示発表に加えて，市民向け公開展示 (次頁参照)があります。大会参加申込票の希望

する筒所に0をつけて下さい。

2)口頭発表発表時聞は質疑応答のI時間を含めて15分です。

使用スライドは 35mm版，スライド枠には，図1のよ うに発表者氏名，発表番号 (大会プログラムに記

されているものにスライド総枚数，映写)1煩序，上辺マ-!7をご記入下さし、。同じスライドを繰り返し映

写される場合は，それに見合う枚数をご用意下さい。

3)展示発表題のパネノレは縦1.8m X償 0.9m，紹介時聞は5分の予定です。展示パネノレ上部には図2の

ように発表番号，演題，氏名，所属を明記して下さい。表題には 5cm以上，説明文には lcm以上の文字

を使って下さL、。展示物は29 日 10:00~30 日 10 ・ 00までに掲示して下さ L、。

4)市民向け公開展示 展示形式や紹介時間は特に決めません。一般の方に藻類の学問的重要性，有用性，美

しさなどを理解して頂けるような内容であれば歓迎です。例えば，生の藻体，プレパラー ト標本，写真な

どでも結構です。顕徴鏡，その他の必需品はできるだけ実行委員会で嫡えますので，具体的に御要望を出

して下さい。展示物には，表題，氏名，所属を明記して下さL、。 展示は29日午前中にお願いします。(要

旨原稿は不要。プログラムには表題のみ掲載。)

5)口頭発表と展示発表の要旨原稿は，以下の要領 ・見本に従って，

して下さL、。

①原稿は B5用紙 (オニオ ンベーパーなど薄手の用紙は避ける)に明瞭な黒字 (カーボソリボン等)で印

字して下さい

②原稿は演題等も含め，縦 150mm X横 100mmの範囲内に24字X22行の印字を標準とします (枠で囲ま

ないで下さい)。

③著者名，演題，用紙本文，所属の)1原に書いて下さL、。

④著者が複数の場合には，演者名の前にOをつけ，所属が異なるときは，著者名の後に*印を付し，区別

して下さい。

⑤ 1行自ははじめの 3字分 (約 12.6mm)をあけて下さい。(発表番号が入 ります)。 演題と要旨本文との

聞は 1行分あけ，要旨本文は，最初の l字分をあけて下さL、。

ワープロ (24ドット以上の印字)で作成

一一ーーー一一ーーーーーーー一、

ー--，
ト3
c.n 
n 
B 

-ーーーーーー ーーーーーーー ーーーーーーーー 一ー一一一____.I___.J

90 cm r-ーーーー一一ーーーーーーー一

発表番号 題

氏名 (所属)

E
U

O

∞H
'
t
i
l
l
z
a
l
』

e
g
g
-
-
'

ι
;
l
l
L

赤マーク

演

l 1 . :ll.'l 

1/10 
映写順序

(10枚のうち 1枚目

氏名富山太郎

図 1 使用スライド記入例

15 発表番口

展示パネル説明図ー図 2.



⑤所属は( )内に入れて，最下段に表示して下さい。

⑦和文原稿の場合，句読点は r，J(コンマ)と roJ (マノレ)を使用して下さい。
③学名などはイタリッタで表示するか，またはその部分に下線をつけて下さい。

@原稿は約 2/3に縮小し，そのままオフセット 印刷されます。折り曲げずに郵送して下さL、。なお，著者

校正はありません。

市民向け公開講演会 ・展示会の開催について

藻類学は，全国でも教えている大学が極めて少なく，系統立てて学ぶ機会は一部の人に限られ

ています。そのため，藻類学会の会員でさえ，藻類全体について，広く把握することが困難な状

態です。まして，一般の人は「藻」と言ってもすぐには理解できず，全く無関心な状態です。こ

れまでの大会は会員相互の交流を図ることが主で，会員以外の方々との交流は余りありませんで

した。しかし，藻類と日本人との関係は長くて深く，近年は環境問題や食料，さらには医薬品と

しても藻類に期待するところが大きくなっています。

そこで，富山大会では，従来の口頭発表と展示発表に加えて，r藻」に関する市民向けの公開
講演会と展示会を開きたいと思います。講演会については，講師や演題など，大会実行委員会の

方で既に交渉中ですが，展示会は会員の皆様に広く参加して頂きたいと思います。この展示会を

通じて，学校の先生をはじめ，一般の方々の「藻」に対する興味を喚起するとともに，会員の知

識をさらに広げ，日本藻類学会の大きな発展を期待するところです。

観光ガイド

県内の自然関係博物館 会場周辺の散策地

富山市科学文化センター 富山市役所展望台，富山市図書館

立山博物館(立山町) 駅前マリエ 7階無料ビデオコーナー

埋没林記念館(魚津市，屡気楼発生装置あり) 駅前シック 5階物産 ・パンフレットコーナー

富山城祉公園~松川ベりプロムナード

富山の土産品

鱒寿司，昆布巻蒲鉾，刺身の昆布〆，鮮魚，ほたるいか ・しらえび加工品など。



要旨原稿の見本
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0工藤利彦*・増田道夫料:紅藻ショウ ジョウケノリの j

形態学的研究

日本沿岸各地に生育する紅藻ショウジョウケノリには， Poly-: 

siphonia urceolat~ (Dillwyn) Grevilleの学名が与えられてきた。

したがって，本邦産ショウ ジョウケノリの学 j

;名は P.senticulosaに変更されるべきであると結論された。

け札幌大・生物， 料北大・理・植物)

，一一一.....一一宇一一一----ー・ーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーー-ー-ーーーー-ーー一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一一、

OBoo， S. M.，* J. Rueness，料1.K. Lee*料 andT. Yoshi-

da件**.A New Combination in Aglaothamnion (Ceramiaceae: 

Rhodophyta) 

Examination of the type specimens of gallithamnion cal 

lophyllidicola and living materials col!ected from Tyoshi and.・・・・ ・ l 

・・betweenA. callophyllidicola and C. minutissima is 

discussed. 

(*Chu時 namNat'l Univ.，料OsloUniv.， *** 

Seoul Nat'1 Univ.， **料'HokkaidoUniv.) : 

(原稿には枠をつけないで下さL、)






